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在来線 車掌訓練装置の取替に伴う機能向上について 

 
当社では安全確保のため、乗務員に対して教材を用いた知識面での教育を実施するとと

もに、実際の車両や訓練装置を用いた実践的な訓練を実施しています。 

このたび、車掌訓練装置の取替にあたり、実際の乗務で起こり得る様々な事象について、

複数の事象を輻輳して発生させる機能等を向上させることで、ホーム上の安全確保につい

て、車掌の対応能力の向上を図ります。 

 

１．機能向上の概要（別紙１・２） 

 （１）実践的で複雑な異常時の再現 

    実際の乗務における様々な異常時を模擬した訓練シナリオ内に、実際の乗務で起

こり得るお客様の転倒等の動きのある事象やホーム可動柵等の新たな事象を追加

するとともに、訓練シナリオ内で最大４種類の事象を輻輳して発生させる機能を

充実させます。これにより、複雑な状況を再現でき、実践的で効果的な訓練を行

うことで異常時対応力の向上を図ることができます。 

（２）車内モニター、無線機の設置 

車掌が乗務する後部運転台に実際の車両を模擬した車内モニターや無線機を設置

することで、よりリアルな環境で訓練を行うことができるようになります。 

（３）模擬ホーム可動柵の設置  

    ２０２１年３月に金山駅へ導入を予定しているホーム可動柵の模擬装置を新たに

設置することで、ホーム可動柵の取扱いに関する実践的な訓練を行うことができ

るようになります。 

 （４）録画機能の追加 

    録画機能を新たに追加することで、訓練受講者が訓練指導者とともに自らの訓練

の様子を映像で振り返ることができるようになります。 

２．導入箇所 

  在来線乗務員職場：１１箇所 

   ※ホーム可動柵に関する事象の追加や模擬ホーム可動柵の設置は、４箇所のみ。 

３．導入時期 

  ２０２１年１月までに全箇所に導入 

４．設備投資額 

  約４億円 



在来線 車掌訓練装置の取替に伴う機能向上の概要別紙１

（３）模擬ホーム可動柵の設置
金山駅へ導入予定のホーム可動柵の
模擬装置を設置することで、ホーム可
動柵の取扱いに関する実践的な訓練
が可能

（４）録画機能の追加
訓練受講者が訓練指導者と
ともに自らの訓練を映像で
振り返ることが可能

（２）車内モニター、無線機の設置
車掌が乗務する後部運転台に実際の車両
を模擬した車内モニターや無線機を設置

車内モニター

無線機

（１）実践的で複雑な異常時の再現
【別紙２】

実際の乗務で起こり得るお客様の転倒等の動
きのある事象やホーム可動柵等の新たな事象
を追加するとともに、訓練シナリオ内で最大４
種類の事象を輻輳して発生させる機能を充実

※写真・イラストはイメージです。



実践的で複雑な異常時の再現別紙２

※写真・イラストはイメージです。

【訓練シナリオ】 ドア叩き ドア叩き＋①日光が照射

実際の乗務で起こり得るホーム上の事象を「ホーム等状況」「車両」「人物」等の分類ごとに設定。

訓練シナリオに追加する事象の設定画面（イメージ）

訓練映像（例）

訓練シナリオに追加の事象を複数組み合わせることで、より複雑な状況を作り出すことができます。
※右に進むほど事象の数が増えるので、高い異常時対応力が求められます。

①ホーム等状況
を追加

②車両を追加 ③人物を追加

ホーム等状況（１１種類） 車両（５種類） 人物（１２種類）

日光が照射
非常を知らせるホー

ム設備動作

お客様音声模擬

「すみません」

信号が停止状態に
変化

鞄挟まれ
（ドアが

閉まっている）

鞄挟まれ
（ドアが

閉まりきってい
ない）

傘挟まれ
（ドアが

閉まっている）

傘挟まれ
（ドアが

閉まりきってい
ない）

ドアが
閉まりきってい

ない

ふらふらと歩行する
お客様

急病のお客様が

転倒

駆け込みのお客様
複数名のお客様

接近

① ③

ドア叩き＋①日光が照射＋
②傘挟まれ

ドア叩き＋①日光が照射＋
②傘挟まれ＋③急病のお客様が転倒

②
･
･

･
･

･
･

･
･※発生場所は１～６両目で選択可


